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１．メーターは、管理者が給水装置に設置し、使用者等に管理させるものとする。ただし、メ

ーターの位置は管理者が決める。【条例第21条第1項】 

２．使用者等は、善良な管理者の注意をもってメーターを管理し、かつ設置場所は点検、修繕

等の障害とならないよう管理しなければならない。【条例第21条第２項】 

  ３．【条例第14条】の規定及びその他取り扱いについては、管理者が別に定めるメーター設置

基準によらなければならない。【規程第７条第２項】 

 

 

『川西市水道メーター設置基準および参考図』をここに掲載する。 
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1 メーターの設置

　水道メーター（以下、「メーター」という。）は、原則として１給水装置に1個を設置する。

（１）一つの建造物ごとに1個のメーターを設置することを原則とする。
（２）一つの建造物であっても構造上または利用上独立して使用される区画に給水装置を設ける
　　場合は、それぞれに1個のメーターを設置することができる。　例）３階建以下共同住宅等
　　ただし、２世帯住宅の場合は、構造上独立していない建物であっても、生活の本拠として各
　　戸が世帯単位に必要な機能を有する場合（台所、トイレ等）に限り、２個のメーターを設置
　　することができる。
（３）使用目的が同じでも、使用量が季節によって極端な差異が想定される場合など、管理者が
　　やむを得ないと認めたものについては、２個以上のメーターを設置することができる。
（４）一つの建物においても、建物内に給水しない散水栓については別途メーターを設置するこ
　　とができる。

2 器種と口径

　川西市水道事業において使用するメーターの器種及び口径は、次のとおりとする。
　口径１５０ｍｍ以上のメーターは、川西市上下水道事業管理者（以下「管理者」という。）
が別に定める。

3 口径の決定

（１）メーターの口径は、当該給水装置の給水栓の設置箇所数、または使用水量によりメーター
　　適正流量範囲以内のものを決定する。
（２）メーターの口径は、原則として配水管（又は給水管）からの分岐口径の範囲内とする。
（３）メーターの口径、および器種の決定は管理者が行う。

4 設置方法

（１）メーターの設置場所は、当該給水装置所有者等の敷地内で、道路または通路から直接容易
　　に検針、点検および取替え等、維持管理に支障のない場所としなければならない。
（２）メーターは湿気が多く、排水がよくない場所、物置・車庫等の暗い場所や諸物の置かれや

接線流羽根車式メーター φ13・φ20・φ25

川西市水道メーター設置基準

器　　種 口　　径

縦型ウォルトマン水道メーター φ40・φ50・φ75・φ100
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　　すい場所および浄化槽、汚水ます、ゴミステーション等のメーターの汚染、埋没等の恐れの
　　ある場所に設置してはならない。
（３）店舗棟の場合で、営業等には陳列棚その他の商品等の下になる恐れのある場所に設置して
　　はならない。
（４）私道（進入路）または敷地内であっても、車両等の重量物の通行する場所や、通行の恐れ
　　のある場所に設置してはならない。
（５）メーターの損傷、凍結等の恐れがない位置であること。
（６）メーターは丁寧に取扱い、常に上部を上にして水平に取り付け、水の流出方向に注意して
　　設置すること。
（７）メーターは、管理者が定めるメーターボックス内に設置し、点検および取替え作業が容易
　　に行えるように設置すること。
（８）３階以上、またはメーター取り外し時に戻り水がある恐れのある場合は、メーター2次側
　　に逆止弁付止水栓を設けること。
（９）口径２５ｍｍ以上の直結式で、下記の場合はバイパスユニット式とすること。
　　①　直結増圧方式
　　②　メーター交換時の断水に支障のある場合
（１０）複数のメーターを設置する場合で、かつ設置スペースが狭小等やむを得ない場合におい
　　て、複式メーターユニットを設置することができる。
（１１）共同住宅の場合、メーターボックス内に部屋番号等を明示すること。

5 メーターボックス

（１）メーターボックスの標準は、「給水装置工事基準」のとおりとする。
（２）口径４０ｍｍ以下のメーターボックス本体および蓋に使用する材質は、鋳鉄製、FRP製等
　　とする。
（３）口径５０ｍｍ以上のメーターボックス本体および蓋に使用する材質は、コンクリート製、
　　蓋においては鋳鉄製を基本とする。ただし、車などの重量物が超過しないことが認められる
　　場合においては、FRP製を認める。
（４）口径５０ｍｍ以上の蓋については、小窓付きの蓋とすること。

6 維持管理

　メーターの管理は、上記設置場所・設置方法を遵守し、常に正確な計量が行えるよう使用者が
注意をもって行うこと。また、メーターに異常を感じたときは、直ちに管理者に届け出なければ
ならない。

7 禁止行為

（１）使用者等において、メーター取り外し、取替等をしてはならない。
（２）メーターを破損させてはならない。故意により破損させた場合は弁償しなければならない。
（３）メーターボックスの上に、物を置くなどして、検針および点検等の支障となるようなこと
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　　をしてはならない。
（４）配水管からメーター以降５０ｃｍの範囲内に磁気活水器等を設置してはならない。

8 雑　則

（１）各戸検針契約を行う、受水槽（または直結増圧）以降のメーター（以下、「子メーター」
　　という。）を設置する場合は、管理者と協議すること。
　　　なお、各戸検針契約を結ぶ場合は、非常用給水栓を設けるためのメーターを別途設けるこ
　　と。
（２）この基準に定めのない事項については、管理者が別に定める。

（参考）

１．メーターボックスの標準寸法

　１３～４０ｍｍ　メーターボックス寸法 　５０ｍｍ～　メーター蓋寸法

※メーターボックスには底板を設けること。 ※メーターボックスは給水装置工事基準に基づき、原則蓋の

寸法に合わせコンクリートで現場打仕上げとする。

A

C

D

B

E

B

A

100 1425 760

A B

50 888 629

75 888 629

40 580 381 650 260 410

25 467 256 527 238 316

13,20 386 250 440 238 284

メーター口径
（ｍｍ）

メーターボックス参考寸法（外寸）

A B C D E
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２．メーター設置の具体例

（１）戸建て住宅、店舗のメーターの場合

（２）（直結直圧）共同住宅等のメーターの場合

１）各部屋に市メーターを設置する場合

※ パイプスペース内設置は不可

※ オートロック内設置は不可

※ ３階行はメーター装置以降に逆止付き止水栓を設けること。

※ メーターボックス・蓋内側には各部屋番号を記入すること。

　下記における各例は標準例である。口径、給水方式、その他条件により配管方法が変わ
ることに留意すること。詳しくは給水装置工事基準を参考されたい。

ドレーン

共用散水栓

101 102 103 105 106

配
水
管

甲型止水栓

MM

S

M M M M

：敷地境界
配
水
管

メーター

メーター

1.0ｍ程度

玄関
１F

２F

子の住宅

親の住宅
M

M



3章-6 

 

 

 

２）各戸検針契約を行い、建物内に各戸検針契約メーター（子メーター）を設置する場合

※ 各戸検針契約をする場合において各戸（店舗）のメーターの設置方法は管理者と協議すること。

３）複式メーターユニットを使用する場合

共用散水栓

配
水
管

甲型止水栓

ドレーン

S

MM MM MM MM

M

親メーター

配
水
管

1.0ｍ程度
非常用メーター

逆止付止水栓

M

M

M M

M

M

M

M
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（３）（直結増圧方式、受水槽方式）共同住宅等の場合

１）各戸検針契約を行い、建物内に各戸検針契約メーター（子メーター）を設置する場合

※ 各戸検針契約をする場合において、非常用メーターの設置が条件となる。

非常用メーターとは、受水槽あるいは、ブースターポンプ、もしくは親メーター以降のトラブルにおいて

使用するために設けるメーターである。

非常用メーターは、上記目的以外（同敷地内のうち建物以外の散水栓として）使用することもできる。

※ 直結増圧方式の親メーター、あるいはメーター取替時の断水が難しい建物においてはメーターバイパス

ユニットは必須となる。

※ 各戸検針契約をする場合において各戸（店舗）のメーターの設置方法は管理者と協議すること。

２）各戸検針契約を行わない場合

※ 直結増圧方式の親メーター、あるいはメーター取替時の断水が難しい建物においてはメーターバイパス

ユニットは必須となる。

親メーター

非常用メーター

受水槽又はブースターポンプ

配
水
管

1.0ｍ程度

M

M

M M

M

M

M

M

親メーター

（直圧散水栓）

配
水
管

1.0ｍ程度

受水槽又はブースターポンプ

M

M M

M

M

M

M



 


